
令和５年度 出雲市立荘原小学校だより 12 月号 2023/12/６ 

 

明日をつくる 
 

   人権週間 12月４日～１０日 

      ウェルビーイングな社会 

         幸せは「仕合わせ」 
 

12 月４日から１０日までは人権週間です。「誰かの ことじゃない（法務省ＨＰより引用）」という言

葉を見聞きされた方もあると思います。学校では１月に人権集会を開く予定にしています。 

さて、人権について考えると、「ウェルビーイング」という言葉と重ねて思い浮かべるのではないでし

ょうか。その際には、ウェルビーイングを「幸せ」と書くことが多いと思います。 

しかし、時に「仕合わせ」と書くことがあります。 

調べてみると室町時代の頃より、人と人との関係がうまくいくことを「しあわせ」と呼んだそうで 

す。「仕 + 合わせる」とは様々なことが重なり合って、物事は成り立っているという使い方です。良

いことも、悪いことも、全て含めて「しあわせ」であるという意味だったようです。どんなこともお陰

様の気持ちをもって過

ごせるならば、「しあ

わせ」の本来の意味を

大事にできると考えま

す。 

日々、当たり前のこ

とからたくさんの仕合

わせを感じて、過ごし

たいものです。 

いよいよ年の瀬。 

よい年をお迎えくだ

さい。 

 

 

 

校 訓

・努力をする子ども（意）

・よく考える子ども（知）

・からだを鍛える子ども（体）

・仲よくする子ども（情）

デニス・ウェイトリーが書いた詩（著書「成功の心理学」より）を紹介

します。この詩には、将来において「幸せをつかむ努力をする」「自分に

必要なものは何かを知る」「自分を信じて決断する」という３つの教えが

書いてあります。 

 

あなたの幸せがここにある      デニス・ウェイトリー 

幸福な人は、変わるものは変えようとします。 

変わらなかったものは静かに受け入れます。 

幸福な人は、喜びを大きくして悲しみを忘れます。 

幸福な人は、「愛する」という言葉を最初に学びます。 

幸福な人は、「ノー」と言える「ちょっとした勇気」を持っています。 

幸福な人は、幸せをつかむ努力をします。 

不幸な人は、幸せに見える努力をします。 

幸福な人は、自分に必要なものは何かを知っています。 

幸福な人は、幸運を必ず生かします。 

幸福な人は、自分を信じて決断します。 

  



学習発表会～授業公開日に開催しました！ 

 

１０月、１１月の公開日に１～３年生と５，６年生の学習発表があり日頃の学びを保護者の皆様に見てもら

うことができました。今年は学年ごとに学習内容に合わせて発表の時期を決めています。4年生は 3学期に発

表をします。 

    

 

 

 

 

 

    

 

    

☞日々の様子については、「荘原小学校ブログ」をご覧ください。 

 

1年生  みんな大好き 荘原小 2年生 ニャーゴ～荘原の町探検の巻～ 

3年生 荘原のよいところさがし研究所  5年生 伝えよう～音楽にのせて～ 

6年生 平和をそして未来へ 弥生の舞発表 

御礼 

斐川町更生保護女性会の

皆様から図書券の寄贈が

ありました。ありがとう

ございます。 

寄贈の御礼 

様々な学習などでお世話になった伊藤幸治様がお亡くなり

になり寂しくなりました。ご家族の伊藤浩様より図書購入の

寄贈を頂きました。心より感謝申しあげます。 

 


